
縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

図 示

名田橋補修補強一般図

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

/ 171

AP=-50.000

P1

A1 A2

P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11

H.W.L AP=+9.395

（左岸側） （右岸側）

平　面　図 S=1/1000

横断勾配 1.5% 放物線勾配

アスファルト舗装 50m/m等厚

AP=  0.000 AP=  0.000

AP=-50.000

非出水期水位 AP=+3.051

側　面　図 S=1/1000藍住（終点） 不動（起点）

橋梁諸元

道 路 規 格

設 計 速 度

荷 重 条 件

橋 長

桁 長

支 間 長

平 面 線 形

縦 断 勾 配

横 断 勾 配

上部工形式

下部工形式

基礎工形式

第4種第1級

V=50km/hr

TL-20

L=800.000m

L=799.940m

L=49.950m + 10@69.930m + 49.950m

R=∞

i=0.25%放物線勾配

i=1.5%放物線勾配

PC有ヒンジラーメン箱桁橋

逆T式橋台、壁式橋脚

井筒基礎

名田橋耐震補強・補修計画概要

上部構造 主桁(全径間) 主桁ウェブ両側面の補強(炭素繊維シート)

耐震補強
下部構造

A1、A2橋台 縁端拡幅

橋脚柱部の補強(鋼板巻立て)P1～P11橋脚

中央ヒンジ部 中央ヒンジ沓の補修

橋面部
防護柵の取替、地覆工補修、照明灯の取替

上部構造部材補修

藍住（終点） 不動（起点）

名田橋補修補強一般図

伸縮装置の取替

主桁側壁部 主桁ウェブ両側面の外ケーブル補強工

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10

G1 ～ G10 は中央ヒンジ位置を示す。

A1 A2

外ケーブル補強工　Ｌ＝６４ｍ

10 @ 69930 = 699300

69930 69930 69930

断面図 S=1:50

側 径 間 中央径間

中央径間ヒンジ部横断面図 S=1:50

横断勾配 1.5% 放物線勾配

アスファルト舗装 50m/m等厚
照明灯取替 照明灯取替照明灯取替

照明灯取替

下流側 上流側 下流側 上流側

実施設計図面

L=140ｍ

橋 長 800000

400 49950 40049950

69930 69930 69930 69930 69930 69930 69930
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3400

外ケーブル補強工
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防護柵取替、地覆工補修 防護柵取替、地覆工補修防護柵取替、地覆工補修

防護柵取替、地覆工補修

外ケーブル補強工 外ケーブル補強工

橋梁用防護柵、地覆補修工
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外ケーブル補強工詳細図(その2)

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

1 - 1

S=1:50断 面 図

2 - 2

外ケーブル

SEEE F110TS

外ケーブル

SEEE F110TS

偏向ブロック
偏向ブロック

樹脂アンカー

外ケーブル

SEEE F110TS

外ケーブル

SEEE F110TS

(SBPR 930/1080)

緊結用鋼材 PC鋼棒φ26

(SBPR 930/1080)

緊結用鋼材 PC鋼棒φ26

定着ブロック

定着ブロック

偏向管

φ89.1 t=3.2

樹脂アンカー

偏向管

φ89.1 t=3.2

A1 A2P1 P11

配 置 図

S=1:100側 面 図

偏向ブロック

外ケーブル

SEEE F110TS

定着ブロック

(SBPR 930/1080)

緊結用鋼材 PC鋼棒φ26 定着ブロックPC鋼棒 φ26緊結用鋼材

(SBPR 930/1080)

外ケーブル

SEEE F110TS

偏向ブロック定着ブロック

(SBPR 930/1080)

緊結用鋼材 PC鋼棒φ26

(SBPR 930/1080)

緊結用鋼材 PC鋼棒φ26
定着ブロック

S=1:100平 面 図

″a″″b″

支持金具支持金具

支持金具 支持金具

外ケーブル補強工詳細図(その2)

P2 P10～

1

1

2

2

削孔：φ50mm

グラウト

ボルトキャップ

ボルトキャップ

φ47.2

先端R加工

φ89.1 t=3.2

外ケーブル

SEEE F110TS

S=1:20″a″部詳細図 S=1:20″b″部詳細図

ポリエチレン製シース

外径:41mm、内径：35mm

CL CL

(SBPR 930/1080)

緊結用鋼材 PC鋼棒φ26

既設部 既設部

偏向管

樹脂アンカーD13

実施設計図面
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外ケーブル補強工詳細図(その3)

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

外ケーブル補強工詳細図(その3)

側 面 図 断 面 図

断 面 図側 面 図

定 着 ブロック 偏 向 ブロック

平 面 図

C 3 D13

C 2 D13 C 4 樹脂アンカーD13

C 1 D13

樹脂アンカーD13C 4

C 1 D13

C 2 D13

C 4 樹脂アンカーD13

C 2 D13

C 3 D13

C 1 D13

4 - D13 × 1130C3

2 - D13 × 3410C2
 7 - D13 × 1700C1

8 - D13 × 390C4

樹脂アンカー

C11 D13

C12 D13

C12 D13

4 - D13 × 630C124 - D13 × 1260C11

平 面 図

・施工にあたっては現地計測を行い、既設構造寸法等を再確認する事。

・削孔に際しては既設PC鋼材及び既設鉄筋の位置を探査により確認する事。

・定着部、偏向部が接する既設コンクリート側は、充分にチッピング処理を行なうこと。

鉄　筋　表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 １本当り質量 質　量 摘　要

kg

定着部

(1箇所当り)

　合計 26 kgD13(SD345)

樹脂アンカー 8 箇所

C1

C2

C3

C4

D13

〃

〃

〃

1700

3410

1130

390

7

2

4

8

0.995

〃

〃

〃

1.69

3.39

1.12

0.39

12

7

4

3

26

kg

偏向部

13 kg

C11

C12

C13

D13

〃

〃

1260

630

600

4

4

8

0.995

〃

〃

1.25

0.63

0.60

5

3

5

13

C13 樹脂アンカーD13
C 13 樹脂アンカーD13

C13 樹脂アンカーD13

8 - D13 × 600C13

C11 D13

樹脂アンカー 8 箇所

樹脂アンカー

1
2
3

R=39

″C″

S=1:20 S=1:20

(SBPR 930/1080)

緊結用鋼材 PC鋼棒φ26

(SBPR 930/1080)

緊結用鋼材 PC鋼棒φ26既設部

既設部

偏向管

φ89.1 t=3.2

既設部

既設部

(SBPR 930/1080)

緊結用鋼材 PC鋼棒φ26

注記）

・定着ブロックおよび偏向ブロックのコンクリートはσck=45N/mm2とする。

　合計 D13(SD345)

樹脂アンカー詳細図 S=1:4

削
孔
径

エポキシ樹脂注入

C 4 D13

樹脂アンカー詳細図 S=1:4

削
孔
径

エポキシ樹脂注入

C13 D13

1
2
3

偏向管

外ケーブル

φ89.1 t=3.2

″C″部

φ47.2SEEE F110TS

(226)(124)

(226)(124)

支持金具

コンクリートアンカー

M10 L=80

側 面 図断 面 図

平 面 図

S=1:10

L- 130 x 130 x 9 x 200 (SS400 HDZ55)

L- 130 x 130 x 9 x 323 (SS400 HDZ55)

S=1:10

M10
(外ケーブルに貼付)

(外ケーブルに貼付)

M10

コンクリートアンカー

M10 L=80

U-ボルト U-50 M10-C形 ナットワッシャー付 (SUS)

4-ボルト L=40 (M10 SUS)

4-ナット (M10用 1種 SUS)

4-ナット (M10用 3種 SUS)

4-ワッシャー (M10用 SUS)

1箇所当たり

4-コンクリートアンカー L=80 (M10 SUS)

既設部

実施設計図面
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外ケーブル補強工詳細図(その4)

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

外ケーブル補強工詳細図(その4)

（一般構造用炭素鋼管）

偏　向  管

STK
(φ89.1  t=3.2)

R加
工

外ケーブル詳細図

F110TS-M用  SCM435  アルミ亜鉛溶射  L=530(ねじ切り440)

デンゾーテープ  B=100  L=10m/巻

F110TS用  SD295  D13  L=2x1010/組

F110TS-M  7xφ12.4 (SWPR7AL)  L=64160

F110TS用  SS400,STK400相当品  HDZ55  L=1200

F110TS用  クロロプレーンゴム φ86  t=30

F110TS用  S45C  HDZ55

F110TS用  AC4C  L=400

材　料　表（外ケーブル構造　1組当たり）

鋼管付アンカープレート

保護キャップ取付ボルト

外ケーブル

マンション

保護キャップ

定着具筋

ナット

パッキン

防錆テープ

本

本

1

2

巻

個

組

組

個

個

個

1

2

8

2

4

2

2

ポリエチレン被覆 引込ボルト付 

緊張側   

全22組

単位 数量名　称 備　考規　格 ・ 材　質 ・ 寸　法

M10  HDZ35  L=30  W,SW各1枚/本付

偏向管 F110TS用  STK φ89.1、t=3.2 個 1

外ケーブル F110TS

(引込ボルト付 Pa=0.1Pu)

外ケーブル F110TS

引込ボルト

（緊張時切断）

引込ボルト

（緊張時切断）

A

A

（ポリエチレン樹脂）
被覆材

(7xφ12.4)
PC鋼より線

（t=2）
保護チューブ

(SCM435)
（亜鉛アルミ溶射）

マンション
(SCM435)

（亜鉛アルミ溶射）

マンション

（t=2）
保護チューブ

鋼管付アンカープレート

（SS400,STK400相当品:HDZ55）

パッキン

（クロロプレンスポンジ）

ナット

（S45C:HDZ55） （SD295 D10 L=2x1010）

定着具筋

（アルミニウム）

保護キャップ（緊張部用）（アルミキャップ用）

割れ線

4-M10 φ89.1 t=4.2

先端R加工

4-φ12Oリング

(余長120x2含む)

S＝1:10

S＝1:10

S＝1:10

S＝1:10 S＝1:10

S＝1:10S＝1:10S＝1:10

（ポリエチレン樹脂）
被覆材

（7xφ12.4）
PC鋼より線

防錆油

A-A断面図 S=1:2

(SWPR7AL)  L=64160

配置図 S＝1:5

実施設計図面

760

外ケーブル全長　L=64160
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φ
68
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45

φ
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110 30 30

φ52
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120036
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6097

1236

φ37.2

φ47.2

1200

保護キャップ（緊張部用）

ナット

外ケーブル F110TS-M  7xφ12.4 

マンション

鋼管付アンカープレート

定着具筋

保護キャップ取付ボルト

定着ブロック

50
0

PC鋼棒

110

防錆テープ

パッキン
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外ケーブル補強工詳細図(その5)

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

削孔径φ50

固定端側

ナット

PC鋼棒設置図

ワッシャー

ナット

ワッシャー

１箇所当り

L2

本　数

延　長 mm

重　量 kgf

ZL

L1

 PC鋼棒数量表

400

320

884

6

5304

22.118

(単位重量　4.17kgf)

SBPR(930/1080)B種1号

緊張側

ナット

ワッシャー

アンカープレート

12

12

12

アンカープレートアンカープレート

(L1) (L2)

ボルトキャップ ボルトキャップ

ボルトキャップ 12

個

個

コンクリートアンカー

組SS400  HDZ55

M10 L=80 SUS

1

1

9.4kg/組

4

U-50  M10-C形  SUS 個 1

保護ゴム板 60x 3x150クロロプレーンゴム 両面テープ付 (片面)

Uナット+ワッシャー/個付（SUS）

L型鋼 130x130x9 L=200+323

Uボルト

材　料　表（1箇所当り）

単位 数量 備　考名　称 規　格 ・ 材　質 ・ 寸　法

L形鋼 130 x 130 x 9

（HDZ55）

1  L=200 2  L=323

2-φ12x20(長孔)

4-φ12

(162)(87)

4-φ12
4-φ12

外ケーブル補強工詳細図(その5)

PC鋼棒詳細図

S＝1:10SBPR(930/1080)B種1号 φ26

  51.5  112.5

既設部

S＝1:10

支持金具詳細図

個六角ボルト M10 L=40 SUS 4

個ナット M10用 1種 SUS 4

個ナット M10用 3種 SUS 4

ナット、ワッシャー付

個ワッシャー M10用 SUS 4

S＝1:10

　グラウト充填

コンクリートアンカー S=1:2

ナット

（S45C）

ワッシャー

（SS400）

アンカープレート

（SS400）

両面テープ付

(クロロプレーンゴム)

保護ゴム板

※ボルトキャップおよびアンカープレートは溶融亜鉛めっき(JIS M8641の2種HDZ55)とする。

S=1:5 S=1:5 S=1:5

S=1:5Uボルト50　M10-C形 S=1:3

実施設計図面

720

4040

4.5

2828

4.5

407

ZL

320 400

20
0

25
1
0
5

7
0

130

35 65 30

130

30 53 47

10
0

60
4
0

323

24 74 225

6
5

6
51
3
0

250 53 20

3
0

6
0

4
0

20
0

13
0

884

ネジ長さ 720 ネジ長さ

φ
2
6

シース(内径φ35)　L=692

80

1
0

40

28

50

5
7.
7

φ29

φ62
φ30

135

1
35

3.2

60

1
5
0

3

R3
286

3
0

M10

74 10



実施設計図面

A6N01S-T5

トップレール

A2-50 SUS

M12x35

M18x195

全ネジアンカーボルト

SS 400

溶融亜鉛メッキ処理

B B

A6061S-T6

下段スリーブ

DD

C

C

ボトムレールA

端部張り出し部は

エンドキャップ

（下段横梁用）

アルミ合金鋳物

アルミ合金鋳物

（ボトムレール用）

エンドキャップ

アルミ合金鋳物

（トップレール用）

エンドキャップ

主要スリーブ

A6061S-T6

注記

3. 本防護柵はNETIS 登録製品 (KK-070006-V     )である。

支柱は塗装処理とし、色調はシルバー色とする。

1. 表面仕様

主要横梁、下段横梁、主要スリーブ、下段スリーブ他、形材部品はアルマイト処理とし、

「アルミニウム合金製橋梁用防護柵設計要領」(平成22年10月)による。

2. 本防護柵の設計仕様は、（社）日本アルミニウム協会　土木製品開発委員会作成

4. 本防護柵の支柱は、レベル用を示し、0～2.5％ 勾配に使用とする。

コンクリート強度 σck=40N/mm2 (既設床版部)

アンカーセンター

M16x50

A2-50 SUS

A6063S-T5

ボトムシート

支柱

AC7A相当

下段横梁

A6061S-T6

楕円 99x69x4

A2-50 SUS

M16x70

A2-50 SUS

M10x40

M5x16

SUS

車道側

楕円 170x85x3.5

A6061S-T6

主要横梁

A

A

断面 D-D断面 B-B

端　部継手部

M16x35

甲丸ボルト

M12x30

甲丸ボルト

M4x16

SUS

バラスター

ボトムレールB

A6063S-T5

ボトムレールA

A6063S-T5

A6063S-T5

ボトムレールC

SUS

M4x20

断面 A-A

A6063S-T5

断面 C-C

SUS

M6x35
A2-50 SUS

M16x40

A6061S-T6

L65x85x7

張出固定ブラケット

車両防護柵取付詳細図 S=1:6

高欄兼用

種別B種

アルミ合金鋳物

（主要横梁用）

エンドキャップ

トップスリーブA

A6N01S-T5

A6N01S-T5

トップスリーブB

断面 E-E

E

E

A2-70 SUS

A2-70 SUS

A6061S-T6

端部補強スリーブ

端部補強スリーブ

A6061S-T6

760 ・ 650 [ 520 ・ 400 ・ 350 ]

注記 張り出し部の補強スリーブについては

L=760 ・ 650 部のみ必要とする。

照明器具

35

M5x12

SUS
M5x12 （皿）

SUS

F部

（12M当たり）

部番 名　　称 寸 　度 数 量 単   重 1 本当 総重量  材     質　 備      考

1 主要横梁 3990.0 3 4.925 19.65 59.0 A6061S-T6 170x85x3.5

2 下段横梁 3990.0 3 3.394 13.54 40.6 A6061S-T6 99x69x4

3 トップレール 1990.0 6 3.196 6.36 38.2 A6N01-T5

4 支柱 6 14.0 84.0 AC7A 相当 概算重量

5 主要スリーブ 340.0 3 4.667 1.59 4.8 A6061S-T6

6 下段スリーブ 300.0 3 3.195 0.96 2.9 A6061S-T6

7 トップスリーブA 50.0 6 1.969 0.10 0.6 A6N01-T5

8 トップスリーブB 50.0 6 1.387 0.07 0.4 A6N01-T5

9 ボトムレールA 1940.0 6 1.145 2.22 13.3 A6063S-T5 70x32

10 ボトムレールB 1880.0 6 0.461 0.87 5.2 A6063S-T5 57x3

11 ボトムレールC 1940.0 6 0.929 1.80 10.8 A6063S-T5 70x32

12 バラスター 371.0 72 0.369 0.14 10.1 A6063S-T5 30x12

13 ボトムシート 30.0 24 1.171 0.04 1.0 A6063S-T5 L-47x40

14 甲丸ボルト M16x35 12 0.11 1.3 A2-70 SUS W1,SW1

15 〃 M12x30 24 0.05 1.2 A2-70 SUS W1,SW1

16 六角ボルト M16x50 12 0.17 2.0 A2-50 SUS N1,W1,SW1

17 〃 M16x70 12 0.20 2.4 A2-50 SUS N1,W1,SW1

18 〃 M12x35 12 0.07 0.8 A2-70 SUS N1,W1,SW1

19 〃 M10x40 12 0.06 0.7 A2-50 SUS N1,W2,SW1

20 〃 M5x16 24 0.004 0.1 SUS W1,SW1

21 トラスタッピンネジ M4x20 288 0.002 0.6 SUS

22 〃 M4x16 48 0.002 0.1 SUS

23 なべタッピンネジ M5x12 6 0.002 - SUS

24 皿タッピンネジ M5x12 6 0.002 - SUS

25 全ネジアンカーボルト M18x380 12 0.76 強度区分 8.8 以上 N1, φ 56W1,SW1

26 〃 M18x195 12 0.45 5.4 SS400 N1, φ 56W1,SW1

27 注入式樹脂アンカー -

29 押え板 1990.0 12 0.190 0.38 4.6 SUS t2x12

30 ゴムパッキン 12 - クロロプレンゴム t=1

31 照明カバー 6 0.50 3.0 ポリカーボネイト 70x1990xt3

32 トラスタッピンネジ M4x12 156 0.001 0.2 SUS

34 LED ユニット 36 - □ -33x27

総重量 Kg/12M

M 当り Kg/M （端部は除く）

材 料 表

33 なべタッピンネジ M5x12 72 0.002 0.1 SUS

防護柵詳細図(その1)

40

85

38
0
.5

20
2
.5

14
0

3
3

3
6
9

3
2

1
40 60

30 30

60

30

70

120 55

230

7
0

1
45

4
5

2
0

26
0

2
8
0

2
8

70

約10

30

12

99

69 1
0°

170

10
°

8
5

(
38
3
.5
)

(
3
82
)

(4
2
)

65

55

110

45
°

45
°

30
°

1
95

1
30

6
5

8
4

131.5 30

1
1
00

2
0
0

115

90
0

37
5

8
0
0

2000

100LED ユニット 標準スパン 1800 （1スパン置き）100
35

40801008040

340

300

5060806050

300

150 150

300

150 150

45

(
1
92
.
5)

注）防護柵および地覆補修工の施工は、
外ケーブル補強工の跡に行うこと。

溶融亜鉛メッキ処理

SS400

100x100xt12

アンカープレート

全ネジアンカーボルト

強度区分 8.8以上

溶融亜鉛メッキ処理

M18x600

M18x600 14.4 N3

28 アンカープレート t=12 12 0.94 11.3 SS400 100x100x12

319.1

26.6

894570

既設床版

8
0

1
6
4

60
0

8
5～

17
5

2
00

65 260

41
0
～
3
20

2
5

117

7
5

25

L1

11@150=1650175 175

姿　図 S=1:30

1800

LED 照明

2000 2000 L2 1000 以下

320 1010320

100 100

33 1

□-33x27

5

60

27

ポリカーボネイト

S=1:2

M5x12

SUS

1

照
明
カ
バ
ー
70

（乳半・両面耐光）

LED ユニット

G部

照明カバー（t=3）F部詳細

開
口
50

5

5

5

ポリカーボネイト

照明カバー(t=3)

SUS

t2x12

押え板

SUS

M4x12
ゴムパッキン(t=1)

クロロプレンゴム

G部詳細 S=1:1

6
6

1
2

3

外径56x内径20xt6

溶融亜鉛メッキ処理

後部ナット材質：強度区分4以上4
溶融亜鉛メッキ処理

前部ナット材質：       S45C(H)

六角ナット    M18

SS 400

M18用スプリングワッシャー

アンカーナット締め付け部 S=1:3

溶融亜鉛メッキ処理

S45C(H)

特寸ワッシャー

縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

図示 6 17

防護柵詳細図(その1)

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

55 120 55

230

145

75

207.5 192.5

400

□100

2
0
0



アンカーセンター

S=1:6配線立ち上げ詳細図

配管

配線カバー

アルミ合金材

（脱着可能型）

車道側

配線用穴開け　φ25

 背　面　図 

注記 配線立上げ箇所は、割付平面図参照の事。

B

B

A A

M8x25

SUS

ブラインドナット付き

（防護柵工手配外）

支柱穴開けφ6

支柱穴開けφ6

LED　電源ユニット

（防護柵工手配外）

防護柵詳細図(その2)

S=1:6

1
10
0

7
5

30
0

8
00

1
0
00

25

30
0

2
5

断面 B-B

断面 A-A S=1:3

防護柵支柱

S=1:3

支柱穴開けφ6

注記 配管との取付は別途確認の事。

配線カバー

M8x25

SUS

トップレール

配線用穴あけ　φ25

アルミ合金材

穴開けφ27

車道側

（脱着可能型）

ブラインドナット付き

配管

（防護柵工手配外）

φ9@400

φ9 N=3本

1 3 - D16 x 750 2 3 - D16 x 520

名　　称

地覆補修工（1.0箇所当たり）

コンクリート

型枠

鉄筋

規　　格

σck=24kN/mm2

鉄筋

SD345 D16

備　考数　量

5.944

m3

m2

kg

コンクリート取壊し 鉄筋 m3

m

平面図

注)・図中の既設鉄筋位置は推定位置。
　 ・既設鉄筋は撤去せず、残置すること。
　 ・補強鉄筋は既設軸方向鉄筋の外側に設置するものとし、
　 　加工寸法は既設鉄筋位置を確認後、最終決定すること。
   ・地覆下端は既設地覆の高さに合わせること。

補強鉄筋加工図

地覆補修工 S=1:10

既設床版(PC)

(推定)

φ9@400

断面図

2
0
0

99

1
6
4

400

1
6
4

3
6

N=3本

24
0

85

既設鉄筋(橋軸方向)

7570

400
7565 260

既設軸方向鉄筋位置

4
00

4
25

25

117 283

75

255

0
65

117 283

260

0.052

0.047

0.359

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

図示 7 17

防護柵詳細図(その2)

縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

実施設計図面

400

150

20

3
6
0

3
4
0

2
00

11530131.5

3
4
0

3
6
0

2
0

5
0

40

支
柱
セ

ン
タ
ー

よ
り
1
5
0

400

5
00

65 75

既設鉄筋(直角方向)

5
0

2
00

2
0
0

50

2
30

400

既設鉄筋(橋軸方向)

95

325

3
22

95

325

95

1　2  D16地覆コンクリート打替え

1 D16

2 D16

地覆コンクリート打替え

既設鉄筋(直角方向)



縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

事業者名

S=1:200 8 17

防護柵詳細図(その6)

G10 A2

801523
防護柵長

2
0
7
.5

1
9
2
.5

2
0
7
.5

1
9
2
.5

エ部

801889.5
防護柵長

G8 G9

85828.5

801523
防護柵長

※1

※1

85895.569963

69963

※2

※2

69970

レベル用

伸縮部

伸縮量80

伸縮部

伸縮量70

※4

※3

割付平面図 S=1:200

注記 1.　記入寸法はアンカーセンター押さえとし、実長で示す。

2.　図中○印は支柱取付け位置を示し、＋印は横梁材継手部を示す。

ウ部

A
BB

レベル用

防護柵長

6. 平面詳細（ア部・イ部）及び姿図（矢視A-A・B-B）については別図参照の事。

7. 防護柵設置延長及び既設支柱位置については確認の事。

8. 目地幅及び目地位置については確認の事。

9. 照明器具設置位置については確認の事。

4.　[　　]内寸法は主要横梁センター押さえとし、実長で示す。

レベル用

伸縮部

伸縮量70

防護柵長

A
レベル用

伸縮部

伸縮量80

伸縮量70

伸縮部

伸縮部

伸縮量70

レベル用

レベル用

3372.5[3385.5]

ユニット・支柱勾配

ユニット・支柱勾配

ユニット勾配

支柱勾配

支柱勾配

ユニット勾配

3374[3387]

防護柵長

5. 図中△印は照明器具（LED）設置位置を示す。

車道側

歩道側

（A2～G8）

1305.5

1329.5

3.　図中、○印はトップレール通し部を示し、●印はトップレール継手部を示す。

配線立上げ位置

配線立上げ位置

配線立上げ位置配線立上げ位置

配線立上げ位置 配線立上げ位置

配線立上げ位置配線立上げ位置配線立上げ位置

配線立上げ位置配線立上げ位置配線立上げ位置

防護柵詳細図(その6)

不動（起点）藍住（終点）

不動（起点）藍住（終点）

A2

G10G8 G9

G7G6G5G4G3G2G1

A1

 配 置 図 徳島引田線

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

実施設計図面

8
8
0
0

4
0
0

8
0
0
0

4
0
0

レベル用

レベル用

40

40

674636

802508

58

6986240

6997050

709.5600.5

5569839

662633

798494

801889.5

レベル用

レベル用

40@2000=80000

1350

33@2000=66000

33@2000=66000

1350

33@2000=660001350

40@2000=80000135033@2000=66000

33@2000=66000

1350

33@2000=66000

700 520

760700

115

115

1350

527773

1000

13281328

13291329

1200

1400.513341334

133813381341

施工延長Ｌ＝１４０ｍ



縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

S=1:30 9 17

防護柵詳細図(その4)

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

1305.5

A2

矢視A-A

矢視B-B

矢視C-C

G10

G7

ポリカーボネイト板

色調はクリア

色調はクリア

ポリカーボネイト板

注記 下図の矢視位置は割平面図を参照

11@150=1650

LED照明 

配線立上げ位置

配線立上げ位置

LED照明 

伸縮部

伸縮量80

伸縮部

伸縮量70

姿　図 S=1:30

防護柵詳細図(その4)

不動（起点） 藍住（終点）

不動（起点） 藍住（終点）

不動（起点） 藍住（終点）

S=1:10

(240)

230

(70)
80

トップレール伸縮部詳細図

伸縮部

伸縮量80(70)

注記 （　　）内寸法は伸縮量70を想定した時のスリーブ長とする。

実施設計図面

760 700 1000 2000 2000 2000

760115

2000 2000 1328 1350 1328 2000

802

40

508

200012331350132320002000

320

80

480

725

510

705

705

320

70

470

490

685

643

24

683

320 10

10320 10320

10320 10320

320 10 175175

LED照明

10320

LED照明 LED照明

LED照明 LED照明

LED照明 

LED照明 

425

425

25 400

425

115



縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

事業者名

S=1:200 10 17

照明工配置図(その4)

G10 A2

801523
防護柵長

2
0
7
.5

1
9
2
.5

2
0
7
.5

1
9
2
.5

エ部

801889.5
防護柵長

G8 G9

85828.5

801523
防護柵長

※1

※1

85895.569963

69963

※2

※2

69970

レベル用

伸縮部

伸縮量80

伸縮部

伸縮量70

※4

※3

注記 1.　記入寸法はアンカーセンター押さえとし、実長で示す。

2.　図中○印は支柱取付け位置を示し、＋印は横梁材継手部を示す。

ウ部

A
BB

レベル用

防護柵長

7. 防護柵設置延長及び既設支柱位置については確認の事。

8. 目地幅及び目地位置については確認の事。

9. 照明器具設置位置については確認の事。

4.　[　　]内寸法は主要横梁センター押さえとし、実長で示す。

レベル用

伸縮部

伸縮量70

防護柵長

A
レベル用

伸縮部

伸縮量80

伸縮量70

伸縮部

伸縮部

伸縮量70

レベル用

レベル用

3372.5[3385.5]

ユニット・支柱勾配

ユニット・支柱勾配

ユニット勾配

支柱勾配

支柱勾配

ユニット勾配

3374[3387]

防護柵長

5. 図中△印は照明器具（LED）設置位置を示す。

車道側

歩道側

（G8～A2）

1305.5

1329.5

3.　図中、○印はトップレール通し部を示し、●印はトップレール継手部を示す。

W1W3

W4

W2

W5W6

E1E2E3

E4

E5E6

LED照明器具(L900)

LED照明器具(L1200)

LED照明器具(L1800)

凡例照明工配置図(その4) S=1:200

6. 平面詳細（ア部・イ部）及び姿図（矢視A-A・B-B）については別図参照の事。

藍住（終点）

藍住（終点）

不動（起点）

不動（起点）

A2

G10G8 G9

G7G6G5G4G3G2

A1

 配 置 図

G1

徳島引田線

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

実施設計図面

8
8
0
0

4
0
0

8
0
0
0

4
0
0

レベル用

レベル用

40

40

674636

802508

58

6986240

6997050

709.5600.5

5569839

662633

798494

801889.5

レベル用

レベル用

40@2000=80000

1350

33@2000=66000

33@2000=66000

1350

33@2000=660001350

40@2000=80000135033@2000=66000

33@2000=66000 1350 33@2000=66000

700 520

760700

115

115

1350

527773

1000

13281328

13291329

1200

1400.513341334

133813381341

施工延長Ｌ＝１４０ｍ



縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

ー 11 17

配線系統図

W-1 W-2 W-4W-3 W-7 W-8W-6W-5 W-13 W-14 W-16W-15W-11 W-12W-10W-9 W-17

上流側

W-18 W-19

凡　例

1

2

露出配管

プルボックス(SUS) 300×300×300

回路番号

D種接地工事、φ10×1500L接地

既設流用引込柱

分電盤(SUS) 屋外共架型(600×1000×200)

CV22sq-2C

CV8sq-2C,IV3.5sq 露出配管

備 考名 称記 号

1

LED照明器具 器具:LED照明器具(L900,L1200,L1800)

E-18 E-19E-17E-9 E-10 E-12E-11 E-15 E-16E-14E-13E-5 E-6 E-8E-7E-3 E-4E-2E-1

G36,#38

G28,#30

露出配管CV22sq-2C

2 2

11

24

3 1

露出配管G36,#38

300×300×200プルボックス(SUS)

下流側

記 号 配線種別 配管種別 備 考

配線系統図

不動（起点） 藍住（終点）
A2 A1

G10 G9 G8 G7 G6 G5 G4 G3 G2 G1

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

実施設計図面



縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

ー

アイソメ図(配管設置工)

1.0

39.2

2.0

44.0

18.0

22.9
1.0

44.0

34.0

7.0
1.0

1.0
34.9

6.0

34.0

1.0

1.0

35.0

6.0

40.0

17.0

24.0
1.0

1.0

7.0

34.0

6.0

35.5
1.0

36.0

2.0

40.8

1.0

44.0

1.0
23.9

17.0

44.0

33.0

8.0
1.0

1.0
35.9

5.0

8.0

5.0

33.5
1.0

36.0

44.0

42.3

44.0

1.0

32.0

0.5

1.0

PB-E13

PB-E1

E1

E2

E3

E4

E5

E6

E7

E8

E9

E14

E13

PB-E2

PB-E3

PB-E4

PB-E5

PB-E6

PB-E7

PB-E8

PB-E9

PB-E10

PB-E14

PB-E15

PB-E16
E15

PB-E18

E18

E17

PB-E17
E16

E19

PB-E19

PB-W19

W16
PB-W17

W17

W18

PB-W18

W15
PB-W16

PB-W15

PB-W14

PB-W13

PB-W5

PB-W4

PB-W3

PB-W2

W13

W14

5.5

W4

W3

W2

W1

42.3

引込柱

分電盤

2.0
D種接地

1.0

40.0

1.0

23.0

18.0

7.3

40.0

1.0

17.0

24.0

8.3

33.0

1.0

1.0

5.0

36.0

44.0

44.0

E10

E11

E12

E13

PB-E11

PB-E12

PB-E13

PB-W13

PB-W12

PB-W11

PB-W10

PB-W9

W13

W12

W11

W10

W9

40.0

24.0

20.0

1.0

W19

PB-W8

PB-W7

PB-W6

W8

W7

W6

W5

13.0

3.0

3.0

1.0

PB-W1

G10

G9

G8

G7

G6

G5

G4

G3

G2

G1

A1

G10

G9

G8

G7

G6

G5

G4

G3

G2

G1

A1

A2

A2
不動（起点）

藍住（終点）

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

12 17

(配管設置工)

アイソメ図

実施設計図面



1.0

D種接地
2.0

分電盤

引込柱

42.3PB-W1

W1

W2

W3

W4

W5

W6

W7

W8

W9

W10

W11

W12

W13

1.0

0.5

5.5

0.5

W14

W13

PB-W2

PB-W3

PB-W4

PB-W5

PB-W6

PB-W7

PB-W8

PB-W9

PB-W10

PB-W11

PB-W12

PB-W13

PB-W13

PB-W14

PB-W15

PB-W16
W15

PB-W18

W18

W17

PB-W17
W16

W19

PB-W19

PB-E19

E19

E16
PB-E17

E17

E18

PB-E18

E15
PB-E16

PB-E15

PB-E14

PB-E13

PB-E12

PB-E11

PB-E10

PB-E9

PB-E8

PB-E7

PB-E6

PB-E5

PB-E4

PB-E3

PB-E2

E13

E14

E13

E12

E11

E10

E9

E8

E7

E6

E5

E4

E3

E2

E1

PB-E1

PB-E13

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1.0

1.0

0.5

33.0

1.0

44.0

1.0

21.0

44.0

42.3

44.0

44.0

36.0

1.0
33.5

5.0

8.0

24.0

40.0

36.0

5.0

1.0

1.0

33.0

8.3

24.0

17.0

1.0

40.0

5.0

35.9
1.0

1.0
8.0

33.0

44.0

17.0

23.9
1.0

44.0

1.0

40.8

2.0

36.0

1.0
35.5

6.0

34.0

7.0

1.0

1.0
24.0

17.0

40.0

6.0

35.0

1.0

1.0
7.3

34.0

18.0

23.0

1.0

40.0

6.0

34.9
1.0

1.0
7.0

34.0

44.0

1.0
22.9

18.0

44.0

2.0

39.2

1.0

3.0

3.0

13.0

0.3

0.3

縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

ー

アイソメ図(配線設置工)

G10

G9

G8

G7

G6

G5

G4

G3

G2

G1

G10

G9

G8

G7

G6

G5

G4

G3

G2

G1

A1

A1

A2

A2
不動（起点）

藍住（終点）

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第４分割）

13 17

(配線設置工)

アイソメ図

実施設計図面



徳土-4367

徳土-4368

徳土-4364

徳土-4365

徳土-4366

徳土-4362

徳土-4363

徳土-4361

徳土-4360

徳土-4359

徳土-4354

徳土-4355

徳土-4356

徳土-4353

徳土-4352

徳土-4351

徳土-4350

徳土-4349

徳土-4348

徳土-4347

徳土-4346

40.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

19.0

D種接地
2.0

引込柱

80.0

5.5

分電盤

1.0

80.0

縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

ー

アイソメ図(配管撤去工)

A2

G10

80.0

(69.9)

(5.3)

(34.7)

(45.3)

G9

(35.2)

(44.8)

(4.8)

(14.8)

(65.2)

(25.2)

(54.8)

G8

(24.9)

(55.1)

(15.1)

(64.9)

G7

(45.0)

(35.0)

G6

(5.0)

(69.9)

G5

(35.0)

(45.0)

(5.1)

(24.9)

(55.1)

(5.3)

(69.9)

(4.8)

(14.8)

(65.2)

(64.9)

(15.1)

G4

G3

(54.8)

(25.2)

G2

(44.8)

(35.2)

G1

(34.7)

(45.3)

A1

不動（起点）

藍住（終点）

注)（　）内の値は中央ヒンジ部からの延長を示す。

80.0

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

14 17

(配管撤去工)

アイソメ図

実施設計図面



80.0

80.0

0.5

1.0

1.0

5.5

0.5

1.0

80.0

引込柱

分電盤

2.0
D種接地

19.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

80.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

40.0

徳土－4346

徳土－4347

徳土－4348

徳土－4349

徳土－4350

徳土－4351

徳土－4352

徳土－4353

徳土－4356

徳土－4355

徳土－4354

徳土－4359

徳土－4360

徳土－4361

徳土－4363

徳土－4362

徳土－4366

徳土－4365

徳土－4364

徳土－4368

徳土－4367

縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

ー

アイソメ図(配線撤去工)

G10

G9

G8

G7

G6

G5

G4

G3

G2

G1

(69.9)

(5.3)

(4.8)

(14.8)

(65.2)

(24.9)

(55.1)

(45.0)

(35.0)

(35.0)

(45.0)

(24.9)

(55.1)

(5.3)

(69.9)

(4.8)

(14.8)

(65.2)

(34.7)

(45.3)

(35.2)

(44.8)

(25.2)

(54.8)

(15.1)

(64.9)

(5.0)

(69.9)

(5.1)

(64.9)

(15.1)

(54.8)

(25.2)

(44.8)

(35.2)

(34.7)

(45.3)

A2

A1

不動（起点）

藍住（終点）

注)（　）内の値は中央ヒンジ部からの延長を示す。

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

15 17

(配線撤去工)

アイソメ図

実施設計図面



縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

S=1:5

歩道照明設置図(参考図)

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

16 17

Ｇ２８

Ｇ３６

Ｇ２８

Ｇ３６

4
5

°

4
5
°

配線カバー

アルミ合金材

配線用穴あけ Φ２５

C

C

車道側

（脱着可能型）
配線カバー　　

支柱に穴明け　Φ６　　

支柱に穴明け　Φ６　　

２号コネクタ（VE１６）　

ＶＥ管フレキ（１６mm）　　

ＶＥ管フレキ（１６mm）　　

２号コネクタ（ＶＥ１６）　　

ＰＢ　□３００×３００（ＳＵＳ製防水型）　　

（ＬＥＤ電源ユニット収容）

ＰＢ　□３００×３００（ＳＵＳ製防水型）　　

（ＬＥＤ電源ユニット収容）

サドルベースで固定　　

（ＳＵＳ製）

サドルベースで固定　　

（ＳＵＳ製）

※　配管立ち上げ箇所は、４４ｍピッチで器具渡りは笠木内配線

歩道照明設置図(参考図) S=1:5

配管支持金具
配管支持金具

配線カバー

M8x30

ブラインドナット付き

トップレール

車道側

配線用穴あけ Φ２５

穴明け　Φ２７　

配線カバー詳細図 S=1:2

配管支持金具詳細図 S=1:3

25A用 W3/8-Uボルト(SUS)
Uナット(SUS)

32A用 W3/8-Uボルト(SUS)
Uナット(SUS)

G28
G36

コ型チャンネル材(C-75x40x5x7)
溶融亜鉛めっき

実施設計図面

１
，

１
０

０

１
０

０
１

，
０
０

０

８
０

０
２
０

０

１３３ ５０ １１５

１５０

２０

１
,
０

０
０

３
０

０
３

５
０

３
５

０

３
０

０

３００

@2000 500 500 @2000

５
０

４０

46 56

U-ボルト

Uナット

U-ボルト

Uナット

200

30 50 40 50 30

75
40

75

40

20 20

長孔(φ11.5-30)



縮尺 図面番号

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

徳島引田線

図示

LED照明器具詳細図(参考図)

1

3

2

33

27

断面拡大図

側面拡大図

S=1:1

S=1:1

33

2

3

1
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入力側識別シール

入
力

A部　入力側取付金具詳細図

連結例

ダウントランス：（別途手配）

連結スタート用器具

中継用口出し線を除いて72m以下

電源用口出し線

中継用口出し線

又は単体用器具

２００V→１００V

単体用器具
注)防水キャップを外して連結

L=1800

108mA

10.8W

L=900 L=1200
LEDユニット

54mA

5.4W

72mA

7.2W

入力電流

ＡＣ１００Ｖ定格電圧

入力電力

LEDユニット LEDユニット

27

Ｒ１徳土　徳島引田線　徳・不動北

橋梁修繕工事（１）

徳島市不動北町（名田橋）（第１分割）

17 17

1328

施工状態図（ポスト区間1328、2000の場合）

（139） 350 350 350 （139）

1233

施工状態図（ポスト区間1233の場合）

（216.5） 530 530 216.5

(2000)

（205） 530 530 530 205

S=1:30 S=1:30

LED照明器具詳細図(参考図)

（防水キャップ付）

防水コネクタ（送り用）2-アース端子

防水コネクタ（入力用）

2－M4ビス（本体取付用）

部番 部 品 名 材質・素材厚 備  考

１ 本 体 アルミ押出し

LEDユニット

取付金具

２

３

４

拡散材入りアクリル 白色LED21個×4

エンドカバー アルマイト仕上

4

LED照明器具(L900)

アルミ板(t1.0)

ステンレス鋼板(t1.0)

シルバーアルマイト仕上
ツヤ消し

902(1. 3) (1. 3)

3－M4ビス（本体取付用）

2-アース端子

防水コネクタ（入力用）

防水コネクタ（送り用）

（防水キャップ付）

A

アルマイト仕上アルミ板(t1.0)エンドカバー

ステンレス鋼板(t1.0)

白色LED21個×4

シルバーアルマイト仕上
ツヤ消し

拡散材入りアクリル

４

３

２

取付金具

LEDユニット

アルミ押出し本 体１

備  考材質・素材厚部 品 名部番

4

LED照明器具(L1200)

350350 350

1202(1. 3) (1. 3)

4

（防水キャップ付）

防水コネクタ（送り用）2-アース端子

防水コネクタ（入力用）

5－M4ビス（本体取付用）
A

部番 部 品 名 材質・素材厚 備  考

１ 本 体 アルミ押出し

LEDユニット

取付金具

２

３

４

拡散材入りアクリル 白色LED21個×6

エンドカバー アルマイト仕上

LED照明器具(L1800)

アルミ板(t1.0)

ステンレス鋼板(t1.0)

シルバーアルマイト仕上
ツヤ消し

530 530 530

1802(1. 3) (1. 3)

S=1:5 S=1:5

S=1:5

断面拡大図（施工状態） S=1:3

実施設計図面


